
今月の表紙 2020.7.1

からむし織体験生入村
新型コロナウイルス感染症の影響により事業開始を延期していた今年度の「からむし織体験生 ( 通称：織姫 ) 事
業」が 7月 1日に開始されました。
今年度の体験生は 4名。例年よりもタイトなスケジュールでの事業実施となります。7月はからむし栽培の醍

醐味とも言える「からむし引き」の作業に励んでおりました。村内で見かけた際には、ぜひお声をおかけ下さい。
からむし織体験生からのご挨拶は、3ページに掲載しています。

村のいとなみを伝えるマガジン
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読み物
reading

山お
お
か
み犬

供
養

前
回
に
紹
介
し
た
６
月
19

日
に
訪
問
し
た
山
形
県
尾
花

沢
市
矢
越
の
横
澤
孝
博
さ
ん

は
、
3
年
ほ
ど
前
に
代
々
管

理
し
て
き
た
土
手
の
ア
オ
ソ

（
か
ら
む
し
）
の
一
部
を
掘

り
、
隣
接
す
る
畑
に
、
そ
の

根
を
分
け
て
植
え
付
け
て
い

た
。
一
畝
（
一
ア
ー
ル
）
に

満
た
な
い
面
積
で
す
。
土
手

の
ア
オ
ソ
は
、
昭
和
村
佐
倉

の
か
ら
む
し
織
の
里
で
購
入

し
た
ヒ
キ
ゴ
等
で
製
繊
さ
れ

て
い
る
。
乾
燥
し
た
ア
オ
ソ

の
繊
維
は
、家
業
の
修
験（
神

主
）
の
仕
事
と
し
て
使
用
す

る
幣
等
に
使
っ
て
い
る
。

横
澤
さ
ん
は
、
ア
オ
ソ
畑

に
、
山
形
特
産
の
伝
統
作
物

（
染
料
）
で
あ
る
紅
花
、
藍

染
め
の
原
料
と
な
る
タ
デ
ア

イ
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま

た
「
工
房
林
蔵
院
」
と
し
て

矢
越
の
環
境
を
活
か
し
た
天

然
素
材
を
原
料
に
編
組
品
の

製
作
も
行
っ
て
い
て
、
自
宅

の
階
段
に
は
ア
ケ
ビ
ツ
ル
が

干
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
家
に

伝
来
し
て
い
る
江
戸
時
代
の

修
験
の
書
面
の
翻
刻
作
業
も

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
に
、「
狼
（
お

お
か
み
）
ニ

ク
ハ
レ
タ
ル

薬
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

そ
の
前
に
は
「
ヘ
ヒ
ニ
喰
ハ

レ
タ
ル
ト
キ
」
と
い
う
項
目

も
あ
り
、
自
然
素
材
の
薬
で

効
能
の
あ
る
も
の
、
治
療
の

際
の
唱
え
言
の
言
葉
、
作
法

等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
秘

伝
で
公
表
は
で
き
な
い
）。

近
世
江
戸
時
代
、
寺
の
僧

侶
、
神
社
の
神
主
、
不
動
様

等
の
法
印
（
修
験
）
が
村
々

の
悩
み
事
を
解
決
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
に
な
り
修
験
は

政
府
が
廃
止
し
た
た
め
僧
侶

に
な
る
か
神
主
に
な
る
か
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
方
で
、
修
験
の
持
つ

漢
方
薬
的
な
知
識
が
、
山
刀

伐
峠
等
往
還
の
人
々
の
現
場

で
の
救
命
行
為
も
行
っ
て
い

た
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
狼
は
明
治
期
に
日

本
国
内
で
絶
滅
す
る
の
で
す

が
、会
津
地
域
に
も
生
息
し
、

時
に
人
間
を
か
み
殺
す
こ
と

も
江
戸
時
代
の
記
録
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

『
福
島
の
民
俗

第
47

号
』（
福
島
県
民
俗
学
会
、

２
０
１
９
年
３
月
）
に
、
佐

藤
義
正
さ
ん
が
「
オ
ソ
フ
キ

峠
の
山
犬
供
養
塔
」
に
つ
い

て
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

義
正
さ
ん
は
下
郷
町
教
育
委

員
会
で
町
史
編
さ
ん
事
業
を

長
く
担
当
さ
れ
て
お
り
、
山

犬
供
養
塔
の
口
頭
伝
承
が
あ

る
こ
と
、
し
か
し
供
養
塔
そ

の
も
の
を
見
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
２
０
１
７
年
11
月
29

日
に
関
係
者
ら
と
供
養
塔
を

探
す
現
地
踏
査
を
行
っ
て
い

る
。
宝
暦
９
年
（
１
７
５
９

年
）
記
名
の
あ
る
山
犬
供
養

塔
（
石
塔
）
を
確
認
し
報
告

さ
れ
て
い
る
。
案
内
者
は
下

郷
町
白
岩
の
室
井
八
郎
さ
ん

（
大
正
13
年
11
月
生
）
で
あ

る
。２

０
２
０
年
６
月
16
日
に

下
郷
町
大
松
川
の
義
正
さ
ん

の
自
宅
を
は
じ
め
て
訪
問

し
、
こ
の
資
料
を
い
た
だ
き

拝
読
し
た
。
会
津
藩
等
の
狼

記
載
の
文
献
調
査
に
１
年
半

ほ
ど
の
期
間
が
か
か
っ
た
の

だ
、
と
い
う
。
私
は
、
伝
承

者
の
室
井
八
郎
さ
ん
に
会
い

た
い
と
思
い
、
義
正
さ
ん
に

お
願
い
し
た
。

６
月
23
日
の
午
前
、
下
郷

町
白
岩
の
室
井
八
郎
さ
ん
宅

に
義
正
さ
ん
の
案
内
で
訪
問

し
た
。
私
の
調
査
に
い
つ
も

随
伴
す
る
妻
の
洋
子
も
同
行

し
た
。

八
郎
さ
ん
は
95
歳
、
歩
く

の
に
杖
が
必
要
だ
が
、
と
て

も
元
気
で
、
一
時
間
ほ
ど
昔

の
植
物
利
用
等
の
話
を
聞
い

た
。
八
郎
さ
ん
は
、
白
岩
か

ら
オ
ソ
フ
キ
峠
で
結
ば
れ
て

い
る
隣
の
芦
ノ
原
と
い
う
地

区
で
児
山
家
九
人
兄
妹
の
八

番
目
に
生
ま
れ
た
。
芦
ノ
原

生
ま
れ
で
婿
取
り
だ
っ
た
母

チ
ヨ
ノ
さ
ん
や
父
、
祖
父
母

か
ら
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
て

育
っ
て
い
る
。
芦
ノ
原
か
ら

白
岩
に
嫁
に
行
っ
た
人
の
話

と
し
て
五
月
の
節
句
礼
で
オ

ソ
フ
キ
峠
を
歩
い
て
柏
木
原

で
孫
が
山
犬
（
狼
）
に
食
い

殺
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
知
り

白
岩
の
名
主
が
山
犬
を
退
治

し
た
と
い
う
。
そ
の
場
所
に

供
養
塔
が
あ
り
、
八
郎
さ
ん

が
案
内
し
て
い
る
。

白
岩
、
芦
ノ
原
に
は
会
津

藩
の
口
留
番
所
（
関
所
）
が

置
か
れ
、
通
行
人
の
監
視
の

ほ
か
、
領
内
の
物
資
流
出
の

監
視
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た

（
義
正
さ
ん
）。
只
見
町
の
叶

津
や
田
子
倉
、
檜
枝
岐
の
番

所
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
下
郷
町
に
も
４
カ
所
の

番
所
が
あ
る
。

義
正
さ
ん
の
調
査
に
よ
る

と
、
白
岩
に
は
葉
煙
草
の
値

立
場
（
セ
リ
市
）
が
あ
り
、

葉
煙
草
が
下
妻
・
結
城
方
面

に
移
出
さ
れ
て
い
る
。
安
永

九
年
（
１
７
８
０
）
の
記
録

に
は
四
千
駄
近
い
数
量
が
松

川
通
り
を
葉
煙
草
が
通
っ

た
。
ま
た
ほ
か
に「
麻
荷
物
、

塗
り
荷
物
、
ぜ
ん
ま
い
荷
物

な
ど
」
年
中
通
り
、
そ
の
数

は
知
れ
ず
と
い
う
記
録
が
あ

る
。
こ
の
麻
は
ヲ
（
大
麻
）

と
思
わ
れ
る
が
今
後
調
査
を

し
て
み
た
い
。

▶︎
下
郷
町
白
岩
の
八
郎
さ
ん

宅
で
（
左
よ
り
義
正
さ
ん
・

八
郎
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
）

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
79
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長












